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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年3月6日(2014.3.6)

【公表番号】特表2013-516982(P2013-516982A)
【公表日】平成25年5月16日(2013.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2013-024
【出願番号】特願2012-548681(P2012-548681)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/0735   (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｍ   1/00    　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ２０２Ｃ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月15日(2014.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工多能性幹細胞を選別する方法であって、以下の工程：
（１）対象としての人工多能性幹細胞においてインプリンティング領域に位置する少なく
とも１つの遺伝子またはmiRNAの発現のレベルを測定する工程、および、
（２）基準（対照）幹細胞と比べて該miRNAまたは該遺伝子の発現のレベルが同等もしく
はそれ以上である人工多能性幹細胞を選択する工程
を含む方法。
【請求項２】
　前記インプリンティング領域が、Dlk1-Dio3領域である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記miRNAが、配列番号１～２４９からなる群から選択されるpri-miRNAまたは成熟miRN
Aである、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記遺伝子が、Gtl2/MEG3、Rtllas/Anti-Peg11、Rian/MEG8およびMirg/Meg9からなる群
から選択される遺伝子である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記遺伝子が、MEG3およびMEG8からなる群から選択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記基準（対照）幹細胞が、胚性幹細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　人工多能性幹細胞を選別する方法であって、以下の工程：
（１）対象としての人工多能性幹細胞においてインプリンティング領域のDNAメチル化状
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態を測定する工程、および、
（２）１つのもしくは一方の染色体の該インプリンティング領域がDNAメチル化状態であ
るが、相同な染色体の同じ領域がDNAメチル化状態でない、人工多能性幹細胞を選択する
工程
を含む方法。
【請求項８】
　インプリンティング領域が、IG-DMRおよび/またはGtl2/MEG3-DMRである、請求項７に記
載の方法。
【請求項９】
　父親由来の染色体の前記インプリンティング領域がDNAメチル化状態である人工多能性
幹細胞を選択する工程を含む、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　人工多能性幹細胞が生殖系列伝達(germline transmission)可能なものである、請求項
１または９に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
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【表１０】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】



(4) JP 2013-516982 A5 2014.3.6

【表１２】
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